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（
注　

第
一
章
）

（
1
）	

天
野
郁
夫
『
高
等
教
育
の
日
本
的
構
造
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
六

年
）
二
五
～
二
七
頁
。

（
2
）	
『
法
令
全
書
』（
内
閣
官
報
局
、
一
八
七
九
年
）
七
五
頁
。

（
3
）	
江
島
尚
俊
「
な
ぜ
大
学
で
宗
教
が
学
べ
る
の
か
―
明
治
期
の
教
育
政
策
と

宗
教
系
専
門
学
校
誕
生
の
過
程
か
ら
―
」（『
宗
教
研
究
』
第
八
八
巻
第
三
輯
、

日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
）
五
四
～
五
五
頁
。

（
4
）	

前
掲
『
高
等
教
育
の
日
本
的
構
造
』
三
一
頁
、
前
掲
「
な
ぜ
大
学
で
宗
教

が
学
べ
る
の
か
」
五
七
～
五
八
頁
。

（
5
）	

前
掲
「
な
ぜ
大
学
で
宗
教
が
学
べ
る
の
か
」
五
八
～
五
九
頁
。

（
6
）	

前
掲
『
高
等
教
育
の
日
本
的
構
造
』
三
二
～
三
三
頁
。

（
7
）	

前
掲
「
な
ぜ
大
学
で
宗
教
が
学
べ
る
の
か
」
六
七
～
六
八
頁
。

（
8
）	

同
右
、
六
二
～
六
四
頁
。

（
9
）	

『
明
治
三
十
六
年
第
七
回
高
等
教
育
会
議
議
事
速
記
録
』（
文
部
大
臣
官
房
、

一
九
〇
三
年
）
六
頁
。

（
10
）	

同
右
、
六
六
～
六
七
頁
。

（
11
）	

同
右
、
三
一
〇
頁
。

（
12
）	

同
右
、
三
一
二
頁
。

（
13
）	

同
右
、
一
七
五
、
三
二
〇
頁
。

（
14
）	

「
専
門
学
校
令
ヲ
定
ム
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.

A
15113478800

）「
公
文
類
聚
・
第
二
十
七
編
・
明
治
三
十
六
年
・
第
十
四

巻
・
学
事
・
学
制
・
図
書
・
雑
載
、
産
業
・
農
事
・
商
事
・
鉱
山
」
国
立
公

文
書
館
所
蔵
）。

（
15
）	

同
右
。

（
16
）	

教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
四
巻
（
教
育
資
料
調

査
会
、
一
九
三
八
年
）
三
四
九
～
三
五
四
頁
。

（
17
）	

同
右
、
三
五
四
頁
。

（
18
）	

同
右
、
三
五
七
～
三
五
八
頁
。

（
19
）	

同
右
、
三
五
六
頁
。

（
20
）	

同
右
、
三
五
八
頁
。

（
21
）	

同
右
、
三
五
九
頁
。

（
22
）	

天
野
郁
夫
『
近
代
日
本
高
等
教
育
研
究
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九

年
）
二
一
二
頁
。

（
23
）	

江
島
尚
俊
「
近
代
日
本
の
高
等
教
育
に
お
け
る
教
育
と
教
化
」（
江
島
尚
俊
、

三
浦
周
、
松
野
智
章
編
『
シ
リ
ー
ズ
大
学
と
宗
教
Ⅰ　

近
代
日
本
の
大
学
と

宗
教
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
年
）
二
一
頁
。

（
24
）	 SM

, Septem
ber 1906, pp.749-750

（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編

『T
H

E
 SPIRIT

 O
F M

ISSIO
N

S　

立
教
関
係
記
事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』（
第

三
巻
、
立
教
学
院
、
二
〇
一
一
年
）
一
一
〇
頁
。

（
25
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
四
九
号
、
一
九
〇
三
年
四
月
）
一
五
頁
。

（
26
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
九
〇
号
、
一
九
〇
七
年
一
月
）
一
九
頁
。

（
27
）	

一
九
〇
七
年
二
月
一
一
日
、
紀
元
節
と
立
教
学
院
寄
宿
舎
記
念
祭
が
新
講

堂
に
お
い
て
開
か
れ
て
い
る
（「
園
の
昨
今
」『
築
地
の
園
』
第
九
二
号
、
一

九
〇
七
年
三
月
、
一
八
～
一
九
頁
）。

（
28
）	

「
園
の
昨
今
」(

『
築
地
の
園
』
第
九
三
号
、
一
九
〇
七
年
四
月
）
一
八
頁
。

（
29
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
九
五
号
、
一
九
〇
七
年
六
月
）
一
五
～
一

六
頁
。

（
30
）	
「
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
設
立
認
可
願
」（「
第
一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治

四
十
年
〕・
学
事
・
第
七
類
・
私
立
学
校
・
第
三
巻
」〈
第
二
部
学
務
課
・
内

務
部
学
務
課
〉
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。
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（
31
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
九
七
号
、
一
九
〇
七
年
一
〇
月
）
一
八
頁
。

こ
こ
で
い
う
「
日
東
」
と
は
日
本
の
こ
と
を
指
す
。

（
32
）	
「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
一
〇
〇
号
、
一
九
〇
八
年
一
月
）
四
一
頁
。

（
33
）	
「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
一
〇
一
号
、
一
九
〇
八
年
二
月
）
二
〇
頁
。

（
34
）	

「
設
立
の
趣
意
」（
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』

一
九
一
七
年
三
月
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
三
～
四
頁
。

（
35
）	

「
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
学
則
」（「
第
一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治
四
十
一

年
〕・
学
事
・
第
七
類
・
私
立
学
校
・
第
二
巻
」〈（
内
務
部
学
務
課
）〉
東
京

都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
36
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
一
〇
二
号
、
一
九
〇
八
年
三
月
）
一
七
頁
。

（
37
）	

前
掲
「
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
学
則
」。

（
38
）	

前
掲
「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
九
七
号
）
一
八
頁
。

（
39
）	

同
右
。

（
40
）	

「
第
四
号　

教
員
ノ
氏
名
資
格
担
任
学
科
及
専
任
兼
任
区
別
」（
前
掲
「
第

一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治
四
十
一
年
〕・
学
事
・
第
七
類
・
私
立
学
校
・
第

二
巻
」）。

（
41
）	

「
進
達
願
」（
前
掲
「
第
一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治
四
十
一
年
〕・
学
事
・
第

七
類
・
私
立
学
校
・
第
二
巻
」）。

（
42
）	

前
掲
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
四
八
頁
。

（
43
）	

『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
第
四
十
四
年
報　

自
大
正
五
年
四
月
至
大
正
六

年
三
月
』
下
巻
（
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
一
八
年
）。

（
44
）	

「
私
立
立
教
大
学
定
員
増
加
認
可
申
請
書
」（「
大
正
七
年　

東
京
府　

私
立

学
校　

冊
の
四
九
」
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
45
）	

「
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
学
則
」（
前
掲
「
第
一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治

四
十
年
〕・
学
事
・
第
七
類
・
私
立
学
校
・
第
三
巻
」。
立
教
学
院
百
二
十
五

年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
三
巻
、
立
教

学
院
、
一
九
九
九
年
、
三
〇
～
三
四
頁
所
収
）。

（
46
）	

同
右
。

（
47
）	

前
掲
「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
九
七
号
）
一
八
頁
。

（
48
）	

「
校
報　

学
院
の
現
況　

一
、
大
学
部
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
三
号
、
一

九
〇
八
年
一
二
月
）
一
一
頁
。

（
49
）	 SM

, N
ovem

ber 1907, p. 908. 

（
50
）	

前
掲
「
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
学
則
」（「
第
一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治

四
十
年
〕・
学
事
・
第
七
類
・
私
立
学
校
・
第
三
巻
」）。

（
51
）	

同
右
。

（
52
）	 SM

, N
ovem

ber 1907, p. 908.

（
53
）	

前
島
潔
『
立
教
学
院
宗
教
運
動
の
過
去
及
現
在
』（
聖
公
会
出
版
、
一
九
三

三
年
）
六
二
頁
。

（
54
）	 SM

, N
ovem

ber 1907, p. 907.『
立
教
学
院
学
報
』
第
二
号
掲
載
の
一
九
〇

八
年
三
月
一
五
日
調
「
立
教
大
学
現
在
生
徒
府
県
別
員
数
表
」
に
よ
れ
ば
、

予
科
生
二
九
名
、
選
科
生
九
名
の
計
三
八
名
で
あ
る
（『
立
教
学
院
学
報
』

第
二
号
、
一
九
〇
八
年
四
月
）。
一
方
、『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
』
に
は
、

予
科
生
二
七
名
、
選
科
生
八
名
と
な
る
（
海
老
沢
有
道
編
『
立
教
学
院
百
年

史
』
立
教
学
院
、
一
九
七
四
年
、
二
七
八
頁
参
照
）。

（
55
）	

前
掲
「
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
学
則
」（「
第
一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治

四
十
年
〕・
学
事
・
第
七
類
・
私
立
学
校
・
第
三
巻
」）。

（
56
）	
「
岡
倉
由
三
郎
氏
は
大
学
部
に
今
秋
よ
り
新
た
に
教
鞭
を
取
ら
る
ヽ
こ

と
ヽ
な
れ
り
」（
前
掲
『
築
地
の
園
』
第
九
七
号
、
二
〇
頁
）。
岡
倉
は
一
九

二
五
年
に
東
京
高
等
師
範
学
校
を
退
職
し
、
立
教
大
学
専
任
と
な
る
（
杉
木

喬
編
「
岡
倉
由
三
郎
先
生
略
歴
」『
英
米
文
学
』
第
九
号
、
一
九
三
七
年
一
〇
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月
、
一
〇
七
頁
）。

（
57
）	

「
先
月
九
月
よ
り
立
教
学
院
に
教
鞭
を
執
ら
る
」（
中
山
少
尉
「
立
教
中
学

校
秋
季
団
隊
旅
行
に
就
い
て
」『
築
地
の
園
』
第
九
九
号
、
一
九
〇
七
年
一
二

月
、
一
九
頁
）。

（
58
）	
東
京
商
船
学
校
教
授
の
浅
越
は
、
立
教
大
学
と
立
教
中
学
校
を
兼
任
し
た

（
前
掲
『
立
教
学
院
学
報
』
第
三
号
、『
立
教
学
院
学
報
』
第
四
号
、
一
九
〇

九
年
一
二
月
を
参
照
）。
浅
越
は
一
八
九
〇
年
一
〇
月
よ
り
立
教
学
校
で
数

学
を
教
授
し
、
一
八
九
六
年
か
ら
は
立
教
尋
常
中
学
校
勤
務
、
翌
年
二
月
か

ら
東
京
商
船
学
校
教
諭
に
任
じ
さ
れ
た
。

（
59
）	

「
第
四
号
教
員
ノ
氏
名
資
格
担
任
学
科
及
専
任
兼
任
区
別
」（『
第
一
種　

文

書
類
纂
〔
明
治
四
十
一
年
〕・
学
事
・
第
七
類
・
私
立
学
校
・
第
二
巻
」〈（
内

務
部
学
務
課
）〉
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
60
）	

立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』

（
立
教
中
学
校
、
一
九
九
八
年
）
九
八
頁
。

（
61
）	

前
掲
「
第
四
号
教
員
ノ
氏
名
資
格
担
任
学
科
及
専
任
兼
任
区
別
」。
元
田

は
一
八
九
九
年
九
月
よ
り
中
学
校
長
。
一
九
〇
七
年
よ
り
大
学
校
長
兼
任
。

本
荘
は
一
九
〇
一
年
六
月
よ
り
東
京
府
立
第
三
中
学
校
教
諭
。
岡
倉
は
一
九

〇
七
年
秋
よ
り
立
教
大
学
着
任
。
落
合
は
一
九
〇
七
年
九
月
よ
り
私
立
東
京

三
一
神
学
校
教
師
。
タ
ッ
カ
ー
は
一
九
〇
三
年
よ
り
立
教
中
学
校
で
英
語
を

担
当
。
根
岸
は
一
八
九
九
年
四
月
よ
り
立
教
中
学
校
。
中
山
は
一
九
〇
六
年

七
月
よ
り
立
教
中
学
校
教
諭
と
生
徒
監
。
ウ
ォ
ー
ク
は
一
九
〇
六
年
四
月
ま

で
立
教
中
学
校
で
英
語
を
担
当
。
ウ
ェ
ル
ボ
ー
ン
は
一
九
〇
六
年
一
〇
月
よ

り
立
教
中
学
校
で
英
語
を
担
当
。
一
九
〇
七
年
九
月
よ
り
立
教
大
学
講
師
。

久
保
田
は
一
八
九
六
年
よ
り
立
教
尋
常
中
学
校
。
浅
越
は
一
八
九
〇
年
一
〇

月
よ
り
立
教
学
校
で
数
学
を
担
当
、
一
八
九
六
年
よ
り
立
教
尋
常
中
学
校
勤

務
。
翌
年
九
月
よ
り
東
京
商
船
学
校
教
諭
に
任
じ
ら
れ
る
。
佐
々
木
は
一
九

〇
五
年
四
月
よ
り
立
教
中
学
校
教
諭
。
一
九
〇
六
年
四
月
よ
り
早
稲
田
高
等

予
備
校
講
師
。
木
村
は
一
九
〇
五
年
九
月
よ
り
慶
應
義
塾
大
学
歴
史
科
お
よ

び
英
語
科
教
師
。
杉
浦
は
一
九
〇
三
年
三
月
よ
り
陸
軍
大
学
校
教
授
。

（
62
）	

菅
円
吉
編
『
立
教
学
院
設
立
沿
革
誌
』（
立
教
学
院
八
十
年
史
編
纂
委
員
、

一
九
五
四
年
）
六
五
頁
。

（
63
）	

「
校
報　

学
院
の
現
況　

一
、
大
学
部
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
三
号
、
一

九
〇
八
年
一
二
月
）
一
一
頁
。

（
64
）	

同
右
。
当
時
の
文
科
生
は
、
商
科
生
を
「
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
と
呼
び
、
自
ら

は
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
な
り
と
威
張
る
」
が
、
一
方
の
商
科
生
は

「
ア
ー
ツ
の
Ａ
は
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
Ａ
だ
か
ら
君
等
は
フ
ァ
ー
マ
ー
な

ら
ず
や
と
得
意
が
」
っ
た
と
い
う
。

（
65
）	

「
教
職
員
宿
所　

二
、
大
学
部
教
職
員
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
三
号
、
二

四
頁
）。

（
66
）	

「
校
報　

学
院
の
現
況
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
四
号
、
一
九
〇
九
年
一
二

月
）
一
五
頁
。

（
67
）	

同
右
、
一
五
～
一
六
頁
。

（
68
）	

同
右
、
二
〇
頁
。

（
69
）	

同
右
、
一
六
頁
。

（
70
）	

「
学
院
総
理
よ
り
」「
立
教
大
学
出
身
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
七
号
、
一

九
一
二
年
）
五
頁
、
三
三
頁
。

（
71
）	
前
掲
「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
九
七
号
）
一
八
頁
。

（
72
）	
前
掲
『
立
教
学
院
学
報
』
第
七
号
、
三
三
頁
。

（
73
）	

前
掲
「
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
学
則
」（「
第
一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治

四
十
年
〕・
学
事
・
第
七
類
・
私
立
学
校
・
第
三
巻
」）。
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（
74
）	

『
基
督
教
週
報
』
第
二
九
巻
第
一
七
号
、
一
九
一
四
年
六
月
二
六
日
。『
私

立
立
教
学
院
立
教
大
学　

ST. PA
U

L’S C
O

LLE
G

E
 1915-1916

』（
立
教
学

院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

	

　

な
お
、
一
九
一
二
年
三
月
二
二
日
付
の
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た

「
私
立
立
教
大
学
学
生
募
集
」
の
広
告
に
は
、「
文
科
（
英
文
科　

哲
学
科
）」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
久
保
田
富
次
郎
「
立
教
大
学
小
史
未
定
稿
」（
立
教
池
袋

中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）
に
は
、「
本
科
ニ
文
科
、
商
科
ヲ
置
キ
、

更
ニ
文
科
ヲ
分
ケ
テ
哲
学
科
及
ビ
英
文
科
ト
ス
」
と
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、

開
校
当
初
か
ら
分
科
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
75
）	

「
学
院
現
状　

大
学
よ
り
申
上
候
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
八
号
、
一
九
一

五
年
）
三
二
頁
。

（
76
）	

前
掲
『
基
督
教
週
報
』
第
二
九
巻
第
一
七
号
、
一
九
一
四
年
六
月
二
六
日
。

（
77
）	

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
立
教
大
学
の
歴
史
』（
再
版
、
立
教
大
学
、

二
〇
〇
八
年
）
七
五
～
八
〇
頁
。

（
78
）	

「
設
立
の
趣
意
」（
前
掲
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
三
～
四
頁
）。

（
79
）	

「
学
則　

学
科
目
及
課
程
」（
前
掲
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
一
八
～

四
八
頁
）。

（
80
）	

同
右
。

（
81
）	

同
右
。

（
82
）	

同
右
。

（
83
）	

同
右
。

（
84
）	

高
垣
松
雄
「
築
地
か
ら
池
袋
へ
」（『
英
語
青
年
』
第
七
六
巻
第
九
号
、
一

九
三
七
年
二
月
）
八
頁
。

（
85
）	

前
掲
「
学
則　

学
科
目
及
課
程
」（『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
一
八
～

四
八
頁
）。

（
86
）	

前
掲
「
築
地
か
ら
池
袋
へ
」
八
頁
。

（
87
）	

前
掲
「
学
則　

学
科
目
及
課
程
」（『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
一
八
～

四
八
頁
）。

（
88
）	

金
子
尚
一
「
よ
い
古
い
時
代
」（『
英
米
文
学
研
究
室
』
第
二
号
、
一
九
六

七
年
五
月
）、
一
一
頁
。

（
89
）	

前
掲
『
立
教
学
院
設
立
沿
革
誌
』
六
五
頁
。

（
90
）	

『
基
督
教
週
報
』
第
四
一
巻
第
一
五
号
、
一
九
二
〇
年
六
月
一
一
日
、
六

頁
、
前
掲
『
立
教
大
学
の
歴
史
』
八
二
頁
。

（
91
）	

小
島
茂
雄
「
ヨ
リ
大
な
る
立
教
大
学
」（『
立
教
』
第
八
号
、
一
九
一
九
年

七
月
二
五
日
）
二
頁
。

（
92
）	

「
学
則　

学
科
及
修
業
年
限　

総
則
」（『
立
教
大
学
要
覧　

大
正
八
―
九

年
』
一
九
一
九
年
五
月
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

一
九
一
九
年
二
月
の
『
基
督
教
週
報
』
で
も
「
哲
学
、
史
学
、
英
文
学
の
選

択
専
攻
の
自
由
あ
り
」
と
の
広
告
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
基
督
教
週

報
』
第
三
八
巻
第
二
五
号
、
一
九
一
九
年
二
月
）。

（
93
）	

「
学
則　

学
科
及
修
業
年
限
」（『
立
教
大
学
要
覧　

大
正
八
―
九
年
』
一
九

一
九
年
五
月
）。

（
94
）	

原
文
で
は
「
欧
州
」
は
「
歌
洲
」
と
あ
り
。

（
95
）	

前
掲 「
学
則　

学
科
及
修
業
年
限
」（『
立
教
大
学
要
覧　

大
正
八
―
九
年
』

一
九
一
九
年
五
月
）。

（
96
）	

同
右
。
な
お
、
学
科
目
の
記
述
部
分
で
は
「
国
史
」
で
は
な
く
「
日
本

史
」
と
あ
る
。

（
97
）	
同
右
。
そ
の
後
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
の
設
置
申
請
時
に
は
「
随
意
科
」

は
選
択
科
目
へ
変
化
し
た
。

（
98
）	

『
立
教
大
学
要
覧　

大
正
八
─
九
年
』、
七
〇
～
七
五
頁
。
な
お
、『
立
教
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学
院
学
報
』（
第
七
号
、
一
九
一
二
年
、
五
頁
）
に
は
、「〔
当
時
の
文
科
在
籍

者
数
は
三
四
名
で
〕「
文
科
生
の
多
数
は
神
学
生
候
補
者
な
り
と
云
ふ
」
と
い

う
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
99
）	
前
掲
「
ヨ
リ
大
な
る
立
教
大
学
」
二
頁
。

（
100
）	
松
平
惟
太
郎
「
聖
公
会
神
学
院
史
」（『
神
学
の
声
』
第
三
巻
第
一
号
、
一

九
五
六
年
六
月
）
一
二
頁
。
大
江
満
「
立
教
大
学
と
聖
公
会
神
学
院
の
二
重

学
籍
制
度
」（
江
島
尚
俊
・
三
浦
周
・
松
野
智
章
編
『
シ
リ
ー
ズ
大
学
と
宗
教

Ⅱ　

戦
時
日
本
の
大
学
と
宗
教
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
）
二
一
〇
～
二
一

一
頁
。

（
101
）	

「
学
則　

学
科
及
修
業
年
限
」（
前
掲
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
一
八

頁
）。

（
102
）	

前
掲
『
立
教
学
院
設
立
沿
革
誌
』
六
五
頁
。

（
103
）	

礫
川
生
「
校
報　

学
院
の
現
況
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
四
号
、
一
九
〇

九
年
一
二
月
）
一
六
頁
。

（
104
）	 SM

, N
ovem

ber 1907, pp. 907-908. （
前
掲『TH

E SPIRIT O
F M

ISSIO
N

S

　

立
教
関
係
記
事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』
第
三
巻
、
一
九
三
頁
）。

（
105
）	

前
掲
「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
九
七
号
）
一
八
頁
。

（
106
）	 SK

「
校
報　

学
院
の
現
況　

一
、
大
学
部
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
三
号
、

一
九
〇
八
年
一
二
月
）
一
一
頁
。

（
107
）	

河
上
前
委
員
長
記
念
出
版
委
員
会
編
『
河
上
丈
太
郎　

十
字
架
委
員
長
の

人
と
生
涯
』（
日
本
社
会
党
機
関
紙
局
、
一
九
六
六
年
）
三
〇
～
三
六
、
四
五

～
四
八
頁
。

（
108
）	

前
掲
『
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
二
四
～
四
八
頁
。

（
109
）	

『
大
正
元
年　

東
京
府
統
計
書
』
第
四
巻
（
東
京
府
、
一
九
一
四
年
）
一

九
六
～
一
九
七
頁
、『
大
正
六
年　

東
京
府
統
計
書
』（
東
京
府
、
一
九
一
九

年
）
三
〇
〇
～
三
〇
一
頁
、『
大
正
八
年　

東
京
府
統
計
書
』（
東
京
府
、
一

九
二
二
年
）
六
九
〇
～
六
九
一
頁
。

（
110
）	

『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
』
各
年
度
版
。
在
籍
者
数
推
移
に
つ
い
て
は
本

書
巻
末
の
表
2
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
111
）	

大
江
満
「
立
教
学
院
初
代
総
理
ア
ー
サ
ー
・
ロ
イ
ド

―
教
育
と
伝
道
と

異
端
嫌
疑
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
六
四
～

六
五
頁
。

（
112
）	

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『TH

E SPIRIT O
F M

ISSIO
N

S

　
立
教

関
係
記
事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』（
第
四
巻
、
立
教
学
院
、
二
〇
一
三
年
）

（55）
頁
。

（
113
）	

天
野
郁
夫
「
大
学
令
と
大
正
昭
和
期
の
医
師
養
成
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

第
五
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
六
月
）
一
一
三
頁
。
唐
沢
信
安
「
財
団
法

人
日
本
医
学
専
門
学
校
の
学
校
騒
動
と
私
立
東
京
医
学
専
門
学
校
の
独
立
分

離
（
上
）」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
二
巻
第
三
号
、
一
九
九
六
年
九
月
）

三
八
～
三
九
頁
。

（
114
）	

厚
生
省
医
務
局
編
『
医
制
八
十
年
史
』（
印
刷
局
朝
陽
会
、
一
九
五
五
年
）

一
三
五
～
一
四
一
、
一
四
八
～
一
四
九
、
一
五
八
～
一
五
九
頁
。

（
115
）	

坂
井
建
雄
ほ
か
「
我
が
国
の
医
学
教
育
・
医
師
資
格
付
与
制
度
の
歴
史
的

変
遷
と
医
学
校
の
発
展
過
程
」（『
医
学
教
育
』
第
四
一
巻
第
五
号
、
二
〇
一

〇
年
一
〇
月
）。

（
116
）	

『
日
本
医
科
大
学
八
〇
周
年
記
念
誌
』（
日
本
医
科
大
学
、
一
九
八
三
年
）

三
四
～
三
五
頁
。

（
117
）	
「
日
本
医
専
学
生
蘇
ら
ん
」（『
医
事
公
論
』
第
一
六
八
号
、
一
九
一
六
年
九

月
）
一
一
頁
。

（
118
）	

『
東
京
医
科
大
学
五
十
年
史
』（
東
京
医
科
大
学
、
一
九
七
一
年
）
二
一
頁
。

（
119
）	

立
教
大
学
と
日
本
医
学
専
門
学
校
、
東
京
医
学
講
習
所
と
の
合
併
問
題
に
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つ
い
て
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
資
料
散
逸
の
た
め
、『
立
教
学
院
八
十
五

年
史
』
お
よ
び
『
立
教
学
院
百
年
史
』
で
は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
120
）	
「
日
本
医
専
の
善
後
策
」（『
医
事
公
論
』
第
一
六
五
号
、
一
九
一
六
年
八

月
）
八
頁
。
唐
沢
信
安
「
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
の
学
校
騒
動
と
私

立
東
京
医
学
専
門
学
校
の
独
立
分
離
（
下
）」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
二

巻
第
四
号
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）
五
五
二
頁
。

（
121
）	

前
掲
「
日
本
医
専
学
生
蘇
ら
ん
」
一
一
頁
。

（
122
）	

前
掲
『
東
京
医
科
大
学
五
十
年
史
』
六
六
頁
。
関
直
彦
は
、
立
教
学
校
で

数
学
・
哲
学
を
専
攻
し
た
河
島
敬
蔵
と
和
歌
山
縣
学
（
現
在
の
和
歌
山
大
学

教
育
学
部
の
前
身
の
一
つ
）
で
共
に
英
語
を
学
ん
だ
。
河
島
に
英
文
学
を
学

ん
だ
元
田
は
、
河
島
を
通
じ
て
関
に
仲
介
を
依
頼
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

関
直
彦
は
、
同
姓
同
名
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
一
九
一
一
年
四
月
調
の
校
友

会
名
簿
に
氏
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
立
教
学
院
校
友
会
名
簿
（
立
教
学

院
学
報
第
六
号
）』
一
九
一
一
年
）
三
四
頁
。

（
123
）	

「
日
本
医
専
解
決
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
一
六
年
八
月
一
八
日
）
二
面
。

（
124
）	

前
掲
『
東
京
医
科
大
学
五
十
年
史
』
三
三
頁

（
125
）	

医
学
部
設
置
を
め
ぐ
る
立
教
大
学
、
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
、
聖
路
加
国
際
病

院
長
ト
イ
ス
ラ
ー
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『TH

E SPIRIT O
F 

M
ISSIO

N
S

　
立
教
関
係
記
事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』
第
四
巻
、

（55）
～

（58）
頁
を

参
照
。

（
126
）	 T

he Board of Trustees of St. Paul’s C
ollage,  28 N

ovem
ber 1916, JR

., 

Box 48, A
E

C
.

（
127
）	 John W

. W
ood to J. M

cK
im

,  17 January 1917, JR
., Box 48, A

E
C

. 

（
128
）	 J. M

cK
im

 to C
. S. R

eifsnider, 8 A
ugust 1917, JR

., Box 48, A
E

C
. 

（
129
）	 C

. S. R
eifsnider to R

udolph B. Teusler,  9 January 1917, JR
., Box 48, 

A
E

C
. 

（
130
）	 John W

. W
ood to J. M

cK
im

, 17 January 1917.

（
131
）	

「
高
橋
琢
也
日
記
」
一
九
一
七
年
七
月
一
七
日
（
東
京
医
科
大
学
歴
史
史

料
室
所
蔵
）
一
〇
〇
頁
。

（
132
）	

「
高
橋
琢
也
日
記
」
一
九
一
六
年
七
月
三
一
日
、
一
〇
二
頁
。

（
133
）	

立
教
大
学
と
東
京
医
学
講
習
所
の
学
生
団
お
よ
び
高
橋
琢
也
と
の
間
で
交

わ
さ
れ
た
合
併
協
議
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
東
京
医
科
大
学
五
十
年
史
』
六

六
～
七
二
頁
、
友
田
燁
夫
「
高
橋
琢
也
と
学
生
達
（
疾
風
怒
濤
の
物
語
）

（
四
）（
中
）」『
東
京
医
科
大
学
雑
誌
』
第
六
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
一
年
四

月
）
を
参
照
。

（
134
）	 R

. B. Teusler to J. W
. W

ood,  4 June 1917, JR
., Box 48, A

E
C

.

（
135
）	

聖
路
加
国
際
病
院
八
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
聖
路
加
国
際
病
院
八
十
年

史
』（
聖
路
加
国
際
病
院
、
一
九
八
二
年
）
三
二
〇
頁
。

（
136
）	 J. M

cK
im

 to C
. S. R

eifsnider,  8 A
ugust 1917.

（
137
）	

「
合
同
基
督
教
大
学
設
立
計
画
之
次
第
概
要
」（
青
山
学
院
史
資
料
セ
ン

タ
ー
所
蔵
。『
青
山
学
院
一
五
〇
年
史　

資
料
編
Ⅰ
』
学
校
法
人
青
山
学
院
、

二
〇
一
九
年
）
二
七
一
頁
。

（
138
）	 J. M

cK
im

 to R
. B. Teusler,  23 A

ugust 1917, JR
., Box 48, A

E
C

.

（
139
）	 J. W

. W
ood to J. M

cK
im

,  5 O
ctober 1917, JR

., Box 48, A
E

C
. 

（
140
）	 J. W

. W
 to J. M

cK
im

,   30 N
ovem

ber 1917, JR
., Box 48, A

E
C

.
（
141
）	
「
立
教
大
学
の
医
科
大
学
設
置
計
画
」（『
中
央
新
聞
』
一
九
一
七
年
一
一
月

一
九
日
）
二
～
三
面
。

（
142
）	 T

he telegram
 from

 J. M
cK

im
,  6 D

ecem
ber 1917, JR

., Box 48, A
E

C
; J. 

W
. W

ood to M
cK

im
,  10 D

ecem
ber 1917, JR

., Box 48, A
E

C
.

（
143
）	

「
第
二
十
三
回
本
部
会
議
」
一
九
一
八
年
一
月
四
日
（『
本
部
会
記
録
』
私
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製
版
、
東
京
医
科
大
学
歴
史
史
料
室
所
蔵
、
二
〇
一
一
年
）
九
二
～
九
三
頁
。

（
144
）	

「
秘
密
会
議
」
一
九
一
七
年
一
〇
月
三
〇
日
（
前
掲
『
本
部
会
記
録
』）
七

五
頁
。

（
145
）	
「
第
三
十
四
回
本
部
会
議
」
一
九
一
八
年
二
月
一
四
日
（
前
掲
『
本
部
会

記
録
』）
一
二
〇
頁
。

（
146
）	

「
近
く
開
設
さ
れ
る　

医
学
部
及
び
法
政
学
部　

杉
浦
学
長
の
意
見
」（『
立

教
大
学
新
聞
』
第
六
号
、
一
九
二
四
年
一
一
月
五
日
）
二
面
。

（
147
）	

「
機
漸
く
熟
し
て　

医
学
部
設
立
せ
ん　

ト
院
長
と
学
長
の
意
纏
り　

近

く
公
式
に
発
表
の
段
階
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
〇
号
、
一
九
二
八
年
一

月
五
日
）
三
面
。

（
148
）	

「
学
院
多
年
の
懸
案　

医
学
部
創
設
に
確
定　

総
理
の
帰
朝
後
直
ち
に
起

工　

第
一
期
生
募
集
は
来
春
か
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
四
号
、
一
九
二

八
年
五
月
一
五
日
）
二
面
。

（
149
）	

同
右
。

（
150
）	

「
立
教
将
来
の
医
学
部　

聖
路
加
病
院
の
改
築
近
し
」（『
立
教
大
学
新
聞
』

第
三
九
号
、
一
九
二
六
年
七
月
二
五
日
）
一
面
。

（
151
）	

「
付
属
病
院
に
は
聖
路
加
を
あ
て
る
か　

建
築
費
一
千
万
円
で
思
ひ
出
の

築
地
の
園
に
」（
前
掲
『
立
教
大
学
新
聞
』
第
六
四
号
）
二
面
。

（
152
）	

「
う
れ
し
げ
に　

学
長
抱
負
を
語
る　

医
学
部
も
新
設
間
近
い　

類
の
な

い
立
教
を
発
展
さ
そ
う
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
二
号
、
一
九
二
八
年
一

二
月
五
日
）
三
面
。

（
153
）	

「
医
学
部
新
設
は　

諦
る
に
及
ば
ず　

祝
賀
会
で
ラ
総
理　

盛
に
嬉
し
が

ら
す
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
七
四
号
、
一
九
二
九
年
二
月
一
五
日
）
三
面
。

（
154
）	 The Spirit of M

issions, February 1905, p. 77, M
ay 1905, pp. 343-345.

（
155
）	 SM

, D
ecem

ber 1911, p. 1024.

（
156
）	 SM

, January 1909, p. 5.

（
157
）	

『
立
教
学
院
学
報
』（
第
一
号
、
一
九
〇
七
年
一
二
月
）
二
〇
頁
。

（
158
）	 SM
, June 1904, p. 391.

（
159
）	 SM

, N
ovem

ber 1904, p. 806.

（
160
）	 SM

, N
ovem

ber 1905, p. 863.

（
161
）	 SM

, Septem
ber 1906, p. 748.

（
162
）	 SM

, Septem
ber 1906, p. 750.

（
163
）	

前
掲
「
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
設
立
認
可
願
」。『
立
教
学
院
百
二
十
五

年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
立
教
学
院
、
一
九
九
六
年
、
八
六
～
八
九
頁
。
一

九
〇
七
年
八
月
二
八
日
に
認
可
さ
れ
た
「〔
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
設
立

認
可
ノ
件
〕」（
前
掲
「
第
一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治
四
十
年
〕・
学
事
・
第
七

類
・
私
立
学
校
・
第
三
巻
」）。
な
お
文
部
省
告
示
は
一
九
〇
七
年
八
月
二
九

日
で
あ
る
（
一
九
〇
七
年
八
月
二
九
日
文
部
省
告
示
第
二
二
七
号
、『
官
報
』

第
七
二
五
一
号
、
一
九
〇
七
年
八
月
二
九
日
）。

（
164
）	 SM

, N
ovem

ber 1907, p. 907.

（
165
）	 Ibid.

（
166
）	 SM

, January 1908, p. 40.

（
167
）	 SM

, N
ovem

ber 1907, pp. 907-908.

（
168
）	 SM

, M
arch 1909, p. 228.

（
169
）	 SM

, A
ugust 1909, p. 681.

（
170
）	 SM

, June 1910, p. 442.
（
171
）	 SM

, M
arch 1911, p. 254.

（
172
）	 SM

, Septem
ber 1911, p. 771.

（
173
）	 SM

, A
ugust 1912, p. 591.

（
174
）	 SM

, July 1914, p. 491.
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（
175
）	 SM

, N
ovem

ber 1905, pp. 865-867.
（
176
）	 SM

, A
ugust 1908, pp. 618-619.

（
177
）	 SM

, June 1909, p. 479.

（
178
）	 SM

, A
ugust 1909, p. 681.

（
179
）	 SM

, M
arch 1909, p. 226.

（
180
）	 SM

, June 1910, pp. 441-442.

（
181
）	 SM

, January 1916, pp. 61-62.

（
182
）	 SM

, M
ay 1905, p.394. June 1905, p. 469.

（
183
）	 SM

, M
arch 1906, p. 231.

（
184
）	 SM

, A
ugust 1908, p. 621.

（
185
）	 SM

, A
ugust 1907, p. 683.

（
186
）	

『
立
教
学
院
学
報
』（
第
三
号
、
一
九
〇
八
年
一
二
月
）
一
二
頁
。

（
187
）	 SM

, A
ugust 1908, pp. 619-621.

（
188
）	 SM

, N
ovem

ber 1908, pp. 885-886.

（
189
）	 SM

, M
arch 1909, p. 229.

（
190
）	 SM

, Septem
ber 1909, pp. 783.

（
191
）	 SM

, M
arch 1910, p. 217.

（
192
）	 SM

, June 1910, p. 443.

（
193
）	 SM

, July 1910, p. 602.

（
194
）	 SM

, January 1911, p. 62.

（
195
）	 SM
, M

arch 1911, p. 248.

（
196
）	 SM

, N
ovem

ber 1912, p. 836.

（
197
）	 SM

, A
ugust 1916, pp. 533-535.

（
198
）	 SM

, N
ovem

ber 1911, p. 897.

（
199
）	 SM

, June 1912, p. 439.

（
200
）	 SM

, A
pril 1912, p. 285.

（
201
）	 SM

, N
ovem

ber 1909, pp. 940-941.

（
202
）	 SM

, A
ugust 1908, p. 621.

（
203
）	 SM

, N
ovem

ber 1905, pp. 867-869.

（
204
）	 SM

, Septem
ber 1909, p. 803.

（
205
）	 SM

, A
ugust 1908, p. 621.

（
206
）	 SM

, N
ovem

ber 1905, pp. 868-869.

（
207
）	 Ibid.

（
208
）	 SM

, January 1909, p. 5.

（
209
）	 SM

, M
arch 1909, pp. 225-229.

（
210
）	 SM

, Septem
ber 1909, p. 803.

（
211
）	 SM

, June 1901, pp. 357-358.

（
212
）	

『
同
志
会
百
年
史
―
基
督
教
学
生
寮
百
有
余
年
の
歩
み
―
』（
財
団
法
人
同

志
会
、
二
〇
〇
九
年
）
六
七
頁
。

（
213
）	 SM

, M
ay 1903, p. 301.

（
214
）	 SM

, O
ctober 1902, p. 708.

（
215
）	 SM

, Septem
ber 1905, p. 699.

（
216
）	 SM

, N
ovem

ber 1905, pp. 835-836. SM
, January 1906, pp. 15-18.

（
217
）	 SM

, February 1906, pp. 115-117. SM
, February 1908, p. 127.

（
218
）	 SM

, N
ovem

ber 1906, pp. 941-942.
（
219
）	
「
私
立
志
成
学
校
設
立
認
可
願
」「
私
立
学
校
設
立
ノ
件
」（「
第
一
種　

文

書
類
纂
〔
明
治
四
十
年
〕
学
事
・
第
七
類
・
私
立
学
校
・
第
一
巻
」〈
第
二
部

学
務
課
〉
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編

第
一
巻
、
一
四
四
～
一
四
七
頁
所
収
）。

（
220
）	

「
学
校
設
置
認
可
」（『
警
視
庁
東
京
府
公
報
』
第
一
一
一
二
号
、
一
九
〇
七
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年
四
月
二
日
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資

料
編
第
一
巻
、
一
四
七
頁
所
収
）。

（
221
）	 SM

, July 1906, pp. 541-542.
（
222
）	 SM

, A
ugust 1908, p. 619.

（
223
）	 SM

, A
ugust 1909, p. 681.

（
224
）	 SM

, June 1910, pp. 441-442.

（
225
）	 SM

, M
ay 1911, p. 419.

（
226
）	 SM

, July 1913, p. 480.

（
227
）	 SM

, Septem
ber 1909, p. 783.

（
228
）	

松
平
惟
太
郎
「
聖
公
会
神
学
院
史
」（『
神
学
の
声
』
第
三
巻
第
一
号
、
聖

公
会
神
学
院
、
一
九
五
六
年
）
八
頁
。

（
229
）	

『
財
団
聖
公
会
教
育
財
団
寄
附
行
為
並
理
事
変
更
沿
革
誌
』
一
一
～
一
五
頁
。

（
230
）	

同
右
一
六
～
二
〇
頁
。

（
231
）	

同
右
二
一
～
二
二
頁
。

（
232
）	 John W

ilson W
ood to John M

cK
im

,  13 O
ctober 1921, Japan R

ecords, 

Box 111, A
rchives of the E

piscopal C
hurch.

（
233
）	

「
基
本
財
産
分
割
供
託
認
可
申
請
書
」
一
九
二
一
年
一
二
月
二
八
日
。
東

京
都
公
文
書
館
所
蔵
。
前
掲
『
立
教
大
学
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、

二
七
七
～
二
七
八
頁
。

（
234
）	

一
九
二
二
年
五
月
二
七
日
文
部
省
告
示
第
四
三
四
号
、『
官
報
』
第
二
九

四
四
号
、
一
九
二
二
年
五
月
二
七
日
。
前
掲
『
立
教
大
学
百
二
十
五
年
史
』

資
料
編
第
一
巻
、
二
八
〇
頁
。C

harles Shriver R
eifsnider to John W

ilson 

W
ood, 26 July 1922, JR

., Box 122, A
E

C
. 

こ
の
書
簡
で
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ

ー
は
一
九
二
二
年
五
月
一
一
日
に
認
可
さ
れ
た
と
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
彼
の
誤
認
で
あ
る
。

（
235
）	

老
川
慶
喜
「
池
袋
は
鉄
道
か
ら
始
ま
っ
た
─
池
袋
の
鉄
道
史
と
未
来
─
」

（『「
池
袋
学
」
講
演
録 : 

東
京
芸
術
劇
場
×
立
教
大
学
連
携
講
座 

二
〇
一
六

年
度
』「
池
袋
学
」
事
務
局
、
二
〇
一
七
年
）
七
八
～
八
一
頁
。

（
236
）	

以
下
の
池
袋
を
め
ぐ
る
鉄
道
の
記
述
は
、
特
に
注
記
の
な
い
限
り
、
豊
島

区
編
纂
委
員
会
編
『
豊
島
区
史
』（
通
史
編
二
、
東
京
都
豊
島
区
、
一
九
八
三

年
）
第
二
章
第
一
節
に
拠
る
。

（
237
）	

前
掲
『
豊
島
区
史
』
通
史
編
二
、
二
八
四
～
二
八
八
頁
。

（
238
）	

同
右
、
四
一
八
～
四
一
九
頁
。

（
239
）	

同
右
、
四
二
七
頁
お
よ
び
四
二
八
～
四
二
九
頁
所
載
の
表
69
。
な
お
、
こ

の
一
〇
年
間
の
変
化
で
増
大
を
み
た
公
務
自
由
業
は
、
軍
人
、
官
公
吏
、
教

育
関
係
、
医
務
関
係
お
よ
び
記
者
・
著
述
者
、
芸
術
家
な
ど
で
構
成
さ
れ
、

そ
の
内
、
豊
島
地
域
で
は
官
公
吏
、
教
育
関
係
、
医
務
関
係
の
規
模
が
比
較

的
大
き
い
（
同
書
、
四
三
二
頁
）。

（
240
）	

貫
民
之
介
「
立
教
学
院
小
史
」（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第

一
巻
、
五
〇
頁
所
収
）。
た
だ
し
、
立
教
専
修
学
校
の
名
称
は
一
九
〇
七
年

二
月
ま
で
存
続
し
た
（
第
一
編
第
三
章
第
五
節
参
照
）。

（
241
）	 “W

hat the C
hurch in Japan M

ost N
eeds”, SM

, M
arch 1909, p.226.

（
242
）	

『
池
袋
登
記
済
権
利
書
』（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
豊
田
雅
幸

『
立
教
の
学
び
舎
―
キ
ャ
ン
パ
ス
と
後
者
の
移
り
変
わ
り
―
』（
立
教
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
7
、
立
教
学
院
、
二
〇
一
三
年
）
二
八
～
二
九
頁
。『
池
袋
登
記
済

権
利
書
』
に
含
ま
れ
る
資
料
は
、
複
写
物
で
あ
る
「
土
地
売
渡
承
諾
書
」
と

土
地
登
記
書
類
の
現
物
の
「
土
地
売
渡
証
書
」
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
、
一
九

一
〇
年
一
月
中
旬
か
ら
後
半
に
か
け
て
作
成
）。
土
地
の
購
入
交
渉
に
あ

た
っ
た
押
川
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
指
導
者
に
は
珍
し
く
、
鉱
山
採

掘
、
米
穀
や
塩
の
取
引
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
営
利
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
。
そ
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れ
は
、
外
国
の
教
会
の
会
の
援
助
に
頼
る
こ
と
な
く
、
日
本
人
が
経
済
的
に

自
立
し
た
伝
道
活
動
を
行
な
え
る
よ
う
資
金
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
っ
た
（
大
塚
栄
三
『
聖
雄
押
川
方
義
』
押
川
先
生
文
書
刊
行
会
、
一
九
三

二
年
、
六
一
～
六
八
、
八
七
頁
）。
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

ク
ー
ル
で
あ
る
立
教
大
学
の
事
業
に
、
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
改
革
教
会
系

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
ト
ッ
プ
を
務
め
た
押
川
が
協
力
し
た
の
は
、
用

地
買
収
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
地
主
た
ち
も
土
地
の
値

上
が
り
を
予
想
し
、
立
教
へ
の
売
却
を
渋
る
ケ
ー
ス
が
続
出
見
ら
れ
た
し
た

た
め
、
立
教
大
学
校
長
の
元
田
作
之
進
が
押
川
に
土
地
買
収
の
仲
介
を
依
頼

し
た
の
で
あ
る
（「
一
九
〇
七
年
二
月
二
一
日
川
合
信
水
宛
押
川
方
義
書
簡
」

基
督
心
宗
教
団
編
『
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簡
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二
七
円
前
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へ
と
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騰
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て
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（
中
所
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北
豊
島
郡
西
巣
鴨
町
土
地
概
評
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大
正

十
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五
月
調
』
東
京
興
信
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、
一
九
二
一
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、
二
五
頁
）。
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史
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。
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ニ
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議
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催
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月
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回
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れ
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行
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om
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ittee
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れ
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道
局
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事
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議
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さ
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. E
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ndeavor, 1821-1921: a record of the first hundred years of the 

D
om
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、Jeffrey W

. C
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enry K. M

urphy’s “Adaptive Architecture”, 1914-1935, 

H
ong K

ong: T
he C

hinese U
niversity Press; Seattle U

niversity of 

W
ashington Press, 2001, pp.17-28
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.
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. S. Lloyd,  18 D
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築
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の
日
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案（Proposal 

of H
enry K

illam
 M

urphy, A
rchitect, to visit Japan.

）」（
一
九
一
三
年
一
二

月
二
三
日
） JR

., Box 69, A
E

C
.
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）	 “R

eport of H
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urphy Papers, M

S
231, Box 4, Folder 29, Sterling M

em
orial 

Library, Yale U
niversity, N
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立
教
大

学
建
物
実
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調
査
会
編
『
立
教
大
学
煉
瓦
造
建
物
実
測
調
査
報
告
書
』（
一
九

九
〇
年
）
一
二
頁
。

（
269
）	

日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
社
史
編
集
委
員
会
編
『
日
本
煉
瓦
一
〇
〇
年

史
』（
日
本
煉
瓦
製
造
、
一
九
九
〇
年
）
一
二
八
頁
。
金
町
製
瓦
は
キ
ャ
ン
パ

ス
建
設
途
中
の
一
九
一
八
年
に
は
、
日
本
煉
瓦
製
造
に
合
併
さ
れ
た
り
（
水

野
信
太
郎
『
日
本
煉
瓦
史
の
研
究
』（〔
法
政
大
学
出
版
局　

一
九
九
九
年
〕

一
四
一
頁
）、
関
東
大
震
災
後
に
大
規
模
な
補
修
工
事
も
実
施
さ
れ
て
い
る

の
で
、
現
在
残
っ
て
い
る
建
物
に
は
、
こ
れ
以
外
の
会
社
の
刻
印
が
あ
る
煉

瓦
も
多
数
使
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
金
町
製
瓦
の
煉
瓦
の
価
格
は
「
焼
過

一
等
」
で
一
万
個
あ
た
り
一
五
〇
円
で
あ
っ
た
が
（
河
津
七
郎
、
吉
田
全
三

『
建
築
工
事
仕
様
見
積
』〔
大
日
本
工
業
学
会
、
一
九
一
五
年
〕、
こ
れ
は
他
社

の
同
水
準
の
製
品
と
比
較
し
て
割
高
で
あ
り
（
日
本
煉
瓦
製
造
一
四
五
円

〔
焼
過
一
等
〕、
小
菅
監
獄
一
二
五
円
〔
上
焼
過
〕）、
価
格
よ
り
も
品
質
を
重

視
し
た
選
択
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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年
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。
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造
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頁
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,  28 D
ecem

ber,1914, JR
., Box 68, A

E
C

.



481

注　第二編　第一章

（
283
）	 C

ablegram
, M

cK
im

 to N
ew
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ood,  30 June, 1915, JR
., Box 68, A

E
C

.

（
288
）	 Jam

es R
. M

orse to C
. S. R

eifsnider,  9 D
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九
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E

C
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な
お
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建
築
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約
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文
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認

で
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. W
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lark
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February, 1916, M
urphy Papers, M

S231, Box 4, Folder 55.

（
294
）	

前
掲
「
天
洋
丸
の
外
人
客
」。

（
295
）	

良
山
〔
元
田
作
之
進
〕「
立
教
大
学
愈
々
新
築
に
着
手
す
」（『
基
督
教
週

報
』
第
三
三
巻
一
五
号
、
一
九
一
六
年
六
月
）
一
頁
。

（
296
）	 J. W

. W
ood to J. M

cK
im

,  2 June, 1916, JR
., Box 68, A

E
C

.

（
297
）	 J. W

. W
ood to J. M

cK
im

,  2 O
ctober, 1916, JR

., Box 68, A
E

C
.

（
298
）	 H

. K
. M

urphy to E
verett Frazar,  10 O

ctober, 1916, M
urphy Papers, 

M
S231, Box 44, Folder 29.

（
299
）	 “M

em
o for the C

ouncil of A
dvice and Executive C

om
m

ittee”, JR
., Box 

68, A
E

C
.

（
300
）	 J. W

. W
ood to J. M

cK
im

,  27 N
ovem

ber,1916, JR
., Box 68, A

E
C

.

（
301
）	 W

. W
ilson, “Sum

m
ary of the Inform

ation C
ollected by the 

Supervising A
rchitect R

elative to the Steel Sash and the C
ontractor’s 

Four D
raw

ings M
entioned in the G

eneral C
ontract”,  9 January, 1917, 

JR
., Box 71, A

E
C

.

（
302
）	 Ibid.

（
303
）	 W

. W
ilson to St. Paul’s C

ollege, “R
eport of Supervising A

rchitect on 

St. Paul’s C
ollege”,  9 A

ugust, 1917, JR
., Box 71, A

E
C

.

（
304
）	 A

. W
. C

ooke to J. W
. W

ood,  15 N
ovem

ber, 1916, JR
., Box 163, A

E
C

.

（
305
）	 J. M

cK
im

 to J. W
. W

ood,  8 February 1917, JR
., Box 68, A

E
C

.

（
306
）	 A

m
erican Trading C

om
pany (E

. M
. Sutcliff) to J. W

. W
ood,  20 

February, 1917, JR
., Box 68, A

E
C

.

（
307
）	 W

. W
ilson to St. Paul’s C

ollege, “R
eport of Supervising A

rchitect on 

St. Paul’s C
ollege”,  9 A

ugust, 1917, JR
., Box 71, A

E
C

.

（
308
）	 J. W

. W
ood to M

cK
im

,  27 D
ecem

ber, 1917, JR
., Box 68, A

E
C

.

（
309
）	 “R

ecom
m

end alternations to St. Paul’s C
ollege Buildings having in 

m
ind as m

ain object to keep w
ithin if possible, our lim

ited appropria-

tion”,  9 February 1917, JR
., Box 68, A

E
C

.

（
310
）	 “Proposed Schem

e of C
om

binating the D
ining H

all and G
ym

nasium
 

Buildings”,  20 February 1917, JR
., Box 68, A

E
C

.

（
311
）	 “W

ithdrawal of president’s house from
 contract, and request for $300. 



482

注　第二編　第一章
to repair the president's residence”,  20 February, 1918, JR

., Box 68, 

A
E

C
.

（
312
）	

「
聖
公
会
教
報　

立
教
学
院
立
教
大
学
」（『
基
督
教
週
報
』
第
三
八
巻
第
三

巻
、
一
九
一
八
年
九
月
）
三
頁
。

（
313
）	
山
中
一
弘
「
立
教
史
散
歩　

特
別
編　
「
マ
ザ
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・
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頁
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さ
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。
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頁
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掲
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史
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頁
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八
頁
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史
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編
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遺
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収
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頁
。

（
325
）	

永
井
均
・
豊
田
雅
幸
「
立
教
の
チ
ャ
ペ
ル
と
関
東
大
震
災

―
発
見
さ
れ

た
十
字
架
の
背
景
を
探
る
」（『
立
教
』
第
一
七
九
号
、
二
〇
〇
一
年
）
八
四

～
九
八
頁
。

（
326
）	

キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
け
ら
れ
た
中
庭
は
、
中
世
修
道
院
の
瞑
想
の
中
庭

（M
onastic Q

uadrangle

）
を
源
泉
と
し
、
一
九
～
二
〇
世
紀
初
頭
の
ア
メ

リ
カ
の
伝
統
あ
る
名
門
校
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
知
的
雰
囲
気
を
も
た
ら
す
た

め
に
採
用
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。Paul Venable Turner, Cam

pus: An 

A
m

erican Planning T
radition, N

ew
 York: A

rchitectural H
istory 

Foundation: M
IT

 Press, 1984, pp. 215-247.

（
327
）	 M

egan Brewster A
ldrich, G

othic R
evival, Phaidon Press, 1994, pp. 41, 

223-224.

（
328
）	

宍
戸
ま
こ
と
「
立
教
大
学
の
煉
瓦
校
舎
（
3
）

―
そ
の
存
在
と
今
後
を

考
え
る
」（『
立
教
』
第
一
一
〇
号
、
一
九
八
四
年
）
七
八
頁
。

（
329
）	

チ
ャ
ペ
ル
の
当
初
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
加
藤
磨
珠
枝

「
立
教
大
学
諸
聖
徒
礼
拝
堂
を
め
ぐ
る
考
察

―
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
影
響
に
つ
い
て
」（『
キ
リ
ス
ト
教
学
』
第
五
二
号
、

二
〇
一
〇
年
）
一
〇
七
～
一
二
二
頁
。

（
330
）	

白
井
彦
衛
「
6 

樹
木
の
保
存
に
つ
い
て
」（
立
教
大
学
近
代
建
築
調
査
委

員
会
『
立
教
大
学
近
代
建
築
調
査
報
告
書
』
一
九
八
五
年
）
三
〇
頁
。


